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『
ひ
え
つ
き
節
』

庭
の
山
椒
の
木

鳴
る
鈴
か
け
て

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

出
て
ご
ざ
れ

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

何
と
言
う
て
出
ま
し
ょ

駒
に
水
や
ろ
う
と

言
う
て
出
ま
し
ょ

和
様
平
家
の

公
達
流
れ

お
ど
ま
追
討
の

那
須
の
末
よ

那
須
の
大
八

鶴
富
お
い
て

椎
葉
た
つ
と
き
ゃ

目
に
涙
よ

　

一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
源
氏
に
敗
れ
た
平
家
の

落
人
た
ち
は
、
山
深
い
椎
葉
の
地
に
逃
げ
延
び
、
つ
つ
ま
し

い
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
平
家
の
一
族
の
こ
と
を
知
っ
た
源
頼
朝
は
、
那
須
大

八
郎
宗
久
に
落
人
討
伐
を
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
椎
葉
の
地

で
大
八
郎
が
目
に
し
た
の
は
、
貧
し
く
暮
ら
す
落
人
た
ち
で

し
た
。 歌

い
、語
り
継
が
れ
る

悲
恋
の
物
語
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『
ひ
え
つ
き
節
』

庭
の
山
椒
の
木

鳴
る
鈴
か
け
て

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

出
て
ご
ざ
れ

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

何
と
言
う
て
出
ま
し
ょ

駒
に
水
や
ろ
う
と

言
う
て
出
ま
し
ょ

和
様
平
家
の

公
達
流
れ

お
ど
ま
追
討
の

那
須
の
末
よ

那
須
の
大
八

鶴
富
お
い
て

椎
葉
た
つ
と
き
ゃ

目
に
涙
よ

　

平
家
落
人
た
ち
の
あ
ま
り
の
貧
し
い
暮
ら
し
に
追
討
を
断

念
し
た
大
八
郎
は
、
落
人
た
ち
に
農
耕
の
手
ほ
ど
き
を
し
、

厳
島
神
社
を
勧
請
す
る
な
ど
し
て
、
共
に
椎
葉
で
暮
ら
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
、
大
八
郎
は
平
家
の
末
裔
で
あ
る

鶴
富
姫
と
恋
に
落
ち
ま
す
が
、
鎌
倉
か
ら
帰
還
の
命
が
下
さ

れ
る
の
で
す
。

　

す
で
に
懐
妊
し
て
い
た
鶴
富
に
「
男
子
が
産
ま
れ
た
な
ら

ば
我
が
故
郷
下
野
の
国
へ
、
女
子
な
ら
ば
遣
わ
ず
に
及
ば
ず
」

と
言
い
残
し
椎
葉
を
後
に
す
る
の
で
し
た
。

　

月
満
ち
て
鶴
富
は
女
児
を
出
産
し
、
親
子
共
々
、
椎
葉
の

地
で
穏
や
か
な
日
々
を
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
人
の
悲
恋
の
物
語
を
歌
っ
た
「
ひ
え
つ
き
節
」
は
、

今
も
こ
の
地
で
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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県
内
外
か
ら
２
万
人
の
観
光
客
が
椎
葉

村
に
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
た
「
椎
葉
平

家
ま
つ
り
２
０
１
２
」。
11
月
９
日
か
ら

11
日
の
３
日
間
、
椎
葉
街
道
は
源
平
ロ
マ

ン
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
雨
も
、
み
ん
な
の
願
い
が

叶
っ
た
よ
う
に
や
み
、
無
事
全
行
程
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
央
ス
テ
ー
ジ
の
「
む
ら
お
こ
し
物
産

カ
ー
ニ
バ
ル
」
や
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー

の
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
も
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
い
を
見
せ
、
ま
た
、
３
日
間
を
通

し
、
神
楽
、
臼
太
鼓
、
ひ
え
つ
き
節
、
太

鼓
な
ど
、
椎
葉
に
伝
わ
る
多
く
の
郷
土
芸

能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
に
行
わ
れ
た
宮
崎
学
園
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
堀
内
孝
雄
さ
ん
に
よ
る
平
家
の

里
コ
ン
サ
ー
ト
は
、今
年
増
設
し
た
観
客
席

も
す
ぐ
満
席
に
な
り
、
立
ち
見
の
お
客
さ

ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
程
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
「
大
和
絵
巻

武
者
行
列
」
で
は
、
勇
ま
し
い
武
者
姿
の

源
氏
方
、
華
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
平

家
方
の
姿
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
10
日
に
は
、
河
野
俊

嗣
宮
崎
県
知
事
が
源
氏
方
武
将
と
し
て
特

別
出
演
し
、
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

「
知
事
、
か
っ
こ
い
い
よ
ー
」
と
声
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
平
家
ま
つ
り
の
様
子
が
、
か

て
〜
り
ネ
ッ
ト
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
生
中
継

さ
れ
好
評
で
し
た
。

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
２

平家まつり２０１２の『主役』

那須 大八郎
荒
あ ら

竹
た け

 潤
じゅん

一
い ち

 さん
（27歳・松尾　竹ノ八重）

観光しいば
甲

か

斐
い

 好
こ の

貢
み

 さん
（26歳・宮崎市・上椎葉出身）

鶴富姫
那

な

須
す

 忍
しのぶ

 さん
（28歳・日向市・上椎葉出身）

那
な

須
す

 将
ま さ

人
と

 さん（10歳・尾平）

那
な

須
す

 楓
ふ う

花
か

 さん（９歳・岩屋戸下）

伊
い

集
じゅう

院
いん

 倫
り ん

太
た

郎
ろ う

 さん（９歳・針金橋）

岡
お か

村
む ら

 美
み

桜
お

花
か

 さん（９歳・下松尾）

子
ど
も
鶴
富
姫
・
大
八
郎

【
10
日（
土
）】

【
11
日（
日
）】
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椎
葉
平
家
ま
つ
り
３
日
間
を
写
真
で
振
り
返
り
、ご
紹
介
し
ま
す
。

１１月９日（金）
鶴富姫法楽祭

撮
影
：
広
報
担
当  　

　
　
　

甲
斐
写
真
館
・
高
島
清
行（
協
力
）

上椎葉神楽「かんしい」弓通し

琵琶演奏「川嶋信子さん」
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１１月１０日（土）
２日目

郷土芸能の夕べ

ひえつき節踊り

下関上臈道中

河野俊嗣県知事鶴富屋敷

泰平楽 ひえつき節「鸙野あや さん」

やまびこ発表会

大薮臼太鼓踊り

嶽之枝尾神楽「手刀」向山日添神楽「森の弓」仲塔神楽「荒神」

古郷太鼓
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子ども鶴富姫・大八郎



１１月１１日（日）
３日目
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子ども鶴富姫・大八郎平家大いちょう太鼓

化粧の水

十根川臼太鼓踊り

「小田矢かな さん」 平家の里コンサート「堀内孝雄 さん」

宮学ミニコンサート

尾八重ひえつき節踊り
平家の里コンサート



【産業振興功労】

　故 椎葉 英生 様
　（享年70歳・尾八重 松木）
　　前 椎葉村林業研究グループ
　　　 連絡協議会会長
　　前 全国林業研究グループ
　　　 連絡協議会理事
　　前 宮崎県指導林家
　　　 連絡協議会会長

　尾前 一好 様
　（78歳・尾向 尾前下）
　　前 椎葉村漁業協同組合 
　　　 代表理事組合長

村政功労者表彰

椎葉平家まつり2012 関連イベント表彰者（敬称略）

農産物品評会 ■カボチャの重さ当てクイズ
　答え：大28.4kg　小4.6kg
　※参加者　202人

【正解者】三輪 修司 さん（日向市）
■椎葉の農業クイズ
　※参加者　51人　全７問

【正解者】田村 禮子 さん（鹿児島県）
　※７問中６問正解

【苗木の部】１等 スギ
　甲斐 昭八（尾向 尾手納）

【間伐の部】１等 ヒノキ
　甲斐 英盛（小崎 小崎）

【椎茸ホタ木の部】優等
　山本 司（松尾 竹ノ八重）

出品数１９９点（５部門）

【根菜の部】優等：ダイコン
　椎葉 ユキ子（大河内 合戦原）

【葉菜の部】優等：ホウレンソウ
　黒木 誠志（大河内 矢立）

【花きの部】優等：デルフィニウム
　清田 泉（尾向 向山日当下）

【特用および果実】優等：ユズ
　椎葉 直義（尾八重 瀧）

【資料カボチャ】優等
　椎葉 誠（松尾 畑鳥の巣）

林業コンクール

プレゼントコーナー
①「堀内孝雄」サイン色紙（５名様）
②おつるちゃんストラップ（５名様）

ハガキに住所・氏名・年齢を書い
てご応募ください。
※１月１５日（火）消印有効

① ②

■申込先
　〒883-1601
　宮崎県東臼杵郡椎葉村
　大字下福良１７６２番地１
　椎葉村役場 総務課
　「広報しいば」プレゼント係

おわりに！ 華やかな平家まつりの裏で頑張ってくれたスタッフの皆さん。
来場された人が、笑顔で帰っていかれたのも、皆さんのおかげです。

（写真説明）
①パレード主演者の支度部屋。衣装に化
粧に大忙し ②今年も好評だったご当地
グルメ! ③冷たい雨風にも負けず、駐車
場スタッフは頑張りました ④募集した
一般参加の姫たちです。きれいですね 
⑤姫たちのお化粧を担当するスタッフ
さん ⑥馬の口取り担当は、辛い仕事で
す。でも、重要な仕事なんです ⑦鶴富屋

敷前「押さないでく
ださーい」とスッタ
フの声が聞こえます
⑧各公民館の物産販
売。椎葉の特産品を
買いにたくさんの人
が来られていました

②

⑥

①

⑤ ④

⑧ ⑦

③

▲おつるちゃんも頑張りました。
ただいま、休憩中！ Public Relations of  SHIIBA �2012（H24）12月号



四 季 部 門

入 賞 者 発 表！
「第11回椎葉の四季フォトコンテスト」に、たくさんのご応募ありが
とうございました。厳正な審査の結果、入賞された作品を発表します。

第11回「椎葉の四季」
フォトコンテスト

主　催：椎葉村観光協会
協　賛：富士フイルムイメージング（株）
　　　　福岡営業所
審査員：小川 穰

みのる

 氏（日本写真芸術学会会員）

イ ベ ン ト 部 門

岡田 孝一（熊本県）　 前田 正憲（熊本県）
林田 豊（熊本県）　　 浦津 辰男（熊本県）
黒熊 節也（大分県）

平家まつりのクライマックスシーンを見事に写し撮
りました。舞台にズラリと並んだお祭りの参列者を

記念写真イメージで写されています。
　この写真が印象的なのは、稚児の一人が疲れたのか大き
なあくびをした瞬間をとらえた事です。素晴らしい平家ま
つりのフィナーレになりました。

「おつかれさん」磯崎 房美（熊本県）

向
山
日
添
地
区
で
行
わ
れ
た
焼
畑

の
火
入
れ
の
様
子
が
見
事
に
映
し

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
業
の
様
子
を
広

く
と
ら
え
た
事
に
よ
り
、
従
事
す
る
人

達
と
手
前
に
止
ま
っ
た
車
な
ど
が
生
活

感
を
出
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
自
然
を

相
手
に
農
業
を
さ
れ
る
人
達
へ
の
思
い

が
感
じ
ら
れ
る
写
真
で
す
。

「火入れ（焼畑）」
岩瀬 義朗（日向市）

篠原 昭幸（大分県）　 松村 洋一（熊本県）
甲斐 秀子（千葉県）　 森田 敬三（宮崎市）
林田 豊（熊本県）

入  選（賞金５千円）

特　

選
（
賞
金
５
万
円
）

評

準
特
選
（
賞
金
３
万
円
）

評
鬼
神
舞
い
を
見
守
る
観
衆
へ
の
無

病
息
災
の
す
ず
を
鳴
ら
し
て
く
れ

ま
し
た
。
受
け
た
女
性
の
感
激
が
笑
顔

に
出
て
い
ま
す
。
お
天
気
も
良
く
、
さ

ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ
秋
の
日
差
し
が
祭

り
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

周
り
の
祝
福
す
る
人
々
の
表
情
も
素
晴

ら
し
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
で
と
ら

え
て
い
ま
す
。

「感謝の笑顔」
木原 進（熊本県）

評

奨
励
賞
（
賞
金
２
万
円
）

椎葉の自然が表現されています。場所は熊本県と宮
崎県の県境と思われます。

　初冬へ向かう椎葉への冬の訪れは早く、尾根には初霜が
ついています。周りはまだ秋景色です。手前の赤みがかっ
た草原と影を落とす山と初霜の青空。印象的な風景です。
撮影者の風景への感性に敬服します。

「初霜の尾根」北村 達之（佐賀県）

評

松
村 

洋
一
（
熊
本
県
）

林
田 

豊
（
熊
本
県
）

新堀 英次（熊本県）

牛
島 

健
一
（
熊
本
県
）

東穂 礼正（鹿児島県） 井上 克幸（長崎県）
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村のできごと

椎葉
晃充
村長の

11月の
動き

１
日　

九
州
社
会
教
育
研
究
大
会
・

　
　
　
　

公
民
館
経
営
セ
ミ
ナ
ー（
宮
崎
市
）

４
日　

庁
議

　
　
　

治
山
林
道
協
会
臨
時
役
員
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

６
日　

町
村
長
退
職
会（
高
原
町
）

７
日　

県
町
村
会
理
事
会（
宮
崎
市
）

９
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
２

　
　
　
　
（
〜
11
日
）

12
日　

県
建
築
協
会
要
望
活
動（
宮
崎
市
）

13
日　

職
員
採
用
２
次
試
験

15
日　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
編
成

　
　
　
　

方
針
説
明
会

16
日　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

　
　
　
　

理
事
会（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

　
　
　
　

定
期
総
会

　
　
　

平
成
25
年
度
過
疎
対
策
関
係
政
府

　
　
　
　

予
算・施
策
に
関
す
る
要
望
活
動

19
日　

自
立
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

　
　
　
　
（
東
京
都
）

20
日　

土
砂
災
害
か
ら
人
命
と
地
域
を

　
　
　
　

守
る
防
災
会
議（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
町
村
会
理
事
会

　
　
　
本
県
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

21
日　

全
国
町
村
長
大
会

22
日　

全
国
山
振
振
興
連
盟
通
常
総
会

　
　
　

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

26
日　
国
道
３
８
８
号
線
要
望
活
動（
福
岡
県
）

27
日　

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
（
日
向
市
）

28
日　

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長

　
　
　
　

有
志
連
絡
協
議
会（
熊
本
県
）

29
日　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を

　
　
　
　

求
め
る
全
国
大
会（
東
京
都
）

30
日　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会（
東
京
都
）

戦没者追悼式
　

10
月
30
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
戦
没
者

追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
は
、

多
く
の
遺
族
や
福
祉
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
、戦
没
者
を
偲
び
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

東臼杵郡子ども会郷土芸能発表大会
（
参
加
団
体
）

向
山
日
当
子
ど
も
会
（
椎
葉
村
）

西
郷
区
子
ど
も
会
（
美
郷
町
）

南
川
子
ど
も
会
（
諸
塚
村
）

五
十
鈴
小
学
校
文
化
財

　

愛
護
少
年
団
（
門
川
町
）

小
崎
子
ど
も
会
（
椎
葉
村
）

椎葉村PTA連絡協議会合同研究大会
　

11
月
17
日
、開
発
セ
ン
タ
ー
で

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
研
究
大
会
並
び
に

郡
子
ど
も
会
郷
土
芸
能
発
表
大

会
が
合
同
開
催
さ
れ
、約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。午
前
中
の

研
究
大
会
で
は
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
つ
い
て
考
え
、午
後
の
芸

能
発
表
大
会
で
は
、故
郷
の
伝
統

芸
能
を
受
け
継
ご
う
と
頑
張
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、と
て
も
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女性のつどい
　

10
月
27
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
椎
葉
村

地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
主
催
の
女
性
の
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
歯
の
話
」

と
題
し
、お
お
も
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
大

森
健
一
先
生
の
講
話
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、

各
地
区
の
婦
人
会
が
踊
り
、合
唱
や
劇
な
ど

発
表
し
、会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 ▲不土野婦人会のダンス！

す
こ
や
か
祝
金
贈
呈
式

　

11
月
に
す
こ
や
か
祝
金
の
贈
呈
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

椎
葉
村
で
は
、
第
１
子
・
２
子
目
に
10
万
円
、
第
３

子
目
に
50
万
円
、
第
４
子
以
降
に
は
１
０
０
万
円
の
祝

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
こ
の
祝
金
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
日
か
ら
５
年
後
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

少
子
化
の
進
む
椎
葉
村
に
と
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
は
宝
物

で
す
。
す
こ
や
か
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

中
瀬 

優ゆ
う

理り 

ち
ゃ
ん（
雨
木
）

育
生
・
妙
子 

さ
ん（
第
２
子
）

那
須 

笑え

茉ま

里り 

ち
ゃ
ん（
鹿
野
遊
）

幸
太
郎
・
賴
子 

さ
ん（
第
３
子
）

椎
葉 

菜な

な々

美み 

ち
ゃ
ん（
椎
原
）

巧
・
智
美 

さ
ん（
第
１
子
）

安
藤 

結ゆ
い

叶か 

ち
ゃ
ん（
唖
谷
）

秀
一
・
裕
子 

さ
ん（
第
４
子
）

▲向山日当子ども会「四人大神」

▲

講
演
講
師　

外
山
と
も
子 

氏
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カメラ さんぽ

焼畑体験学習『収穫』
　待ちに待った収穫の日。みんなで協力してソバの収穫を行い
ました。
　刈り獲ったソバは、みんなで叩いて実を落とします。最後は、
昔ながらの農機具「唐

とう
箕
み

」で、選別しました。
　今年も豊作。収穫祭で今回獲れたソバをみんなでいただきます。
　（10月29日・撮影：尾向小学校）

▲実がたくさんついてるね！ ▲ソバの実が落ちてきたよ！ ▲叩くときはみんなで大合唱！

▲まっすぐ転がして！ワンゴロ転がしリレー！！

　天候にも恵まれ、みんなでさわやか
な汗をかきました。
　プログラムも全員で楽しめるものば
かりで、みんなで応援して、笑って、
充実した１日になりました。

（撮影：尾八重地区モニター 椎葉留美さん）

尾八重地区運動会
（11月3日・尾八重運動場）

▲椎葉どれの農産物や加工品はとても好評です！

　平家まつり期間中に、仲塔地区では

国道沿いで特産品等の販売を行いまし

た。まつりに行かれる人、帰られる人

にたくさん寄っていただきました。

（撮影：仲塔地区モニター委員 花田勝次さん）

いらっしゃいませ！！
（11月10日・仲塔地区）

▲ワラを使って縄ない競技。これぞ匠の技ですね！

　朝寒い中、たくさんの人が参加しました。
　参加者みんなで楽しめるプログラム
がたくさんある運動会でした。
　幼児競争で渡す景品があまったた
め、75歳以上の徒競走をすることにな
りましたが、たくさんの人に参加して
もらい小崎の頼もしさを感じました。

（撮影：小崎地区モニター委員 黒木有美さん）

小崎公民館運動会
（11月3日・小崎小グラウンド）

第31回 日向地区少年剣道大会
　10月27日に行われた当大会で、椎葉村が団体準優勝。心を
ひとつに剣を向ける姿は勇ましく感じました。
　個人戦でもそれぞれが上位入賞を果たし、素晴らしい結果を
残してくれました。

【個人の部】小学６年生の部　３位　桑原 一
いっ

平
ぺい

　　　　　中学３年生の部　３位　大野 光
こう

太
た

　　　　　中学女子の部　　優勝　尾前 萌
も

々
も

花
か

　　　　　　　　　　　　　３位　尾前 さくら・那須 澪
みお

佳
か

【団体の部】準優勝
椎葉剣志会
先鋒　尾前 和

のどか

（小３）
次鋒　椎葉 菜

な

々
な

花
か

（小３）
中堅　桑原 一平（小６）
副将　右田 樹

たつき

（中３）
大将　尾前 篤

あつ

了
ひろ

（中３）

第43回 ジュニアオリンピック
陸上競技大会

　松尾中学校２年生の山本真
ま

由
ゆ

さんと那須葵
あおい

さんが10
月26日から３日間、横浜市で行われたジュニアオリン
ピック陸上競技大会に宮崎県代表として出場しました。
　上位入賞はなりませんでしたが、「来年は上位進出目
指して頑張ります」と二人とも来年に向けての目標がで
きました。

▲

来
年
も
こ
の
場
所
に
！

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
の

　

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
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健
康
だ
よ
り
№182

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　

 

「
感
染
性
胃
腸
炎
」
に

　
　

  

注
意
し
ま
し
ょ
う
!!

　
「
感
染
性
胃
腸
炎
」
は
冬
場
を
中
心
に
年
間
を
通

じ
て
発
生
し
、
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
あ
り
ま
す
。
県
内
で
も
11
月
に
入
り
流
行
し
て

お
り
、例
年
に
な
い
早
さ
で
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

１
〜
２
日
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

主
に
嘔
吐
や
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
が
現

れ
ま
す
。
回
復
後
も
便
の
中
に
、
長
期

に
渡
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
排
せ
つ
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者

は
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

基
本
は
「
手
洗
い
」
で
す
。
帰
宅
後

や
調
理
・
食
事
の
前
、
お
む
つ
交
換
や

ト
イ
レ
の
後
な
ど
必
ず
石
け
ん
に
よ
る

「
手
洗
い
」
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

「
感
染
性
胃
腸
炎
」っ
て

ど
ん
な
病
気
？

予
防
す
る
方
法
は
あ
り

ま
す
か
？

石
け
ん
を
使
っ

て
、
き
ち
ん
と

手
洗
い
を
し
よ

う
ね
！

○
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
、
脱
水
症
状
を
引
き
起
こ
し
た

り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
嘔
吐
が
落
ち
着
い
た
ら
、
慌
て
ず
に
水

分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
が
悪
い
場
合
は
、
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
も
し
も
家
族
が
か
か
っ
た
場
合
は
、「
手
洗
い
」と「
消
毒
」を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
症
状
が
回
復
し
た
後
も
、
便
の
中
に
長
期
に
渡
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
手
洗
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○
便
や
嘔
吐
物
な
ど
の
処
理
を
す
る
時
は
、
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
使
い
捨
て
の
手

袋
や
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
で
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
家
庭
用
の
塩
素
系
漂
白
剤（
例
え
ば
、
ハ
イ
タ
ー
や
ブ
リ
ー
チ
な
ど
）で
消
毒
で
き

ま
す
。

感
染
し
た
場
合
に
注
意
す
る
こ
と
は
？

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
塩
素
系
漂
白
剤
で
、
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
毒
液
の
作
り
方

◎
通
常
の
お
掃
除

　

調
理
器
具
や
ド
ア
ノ
ブ
、手
す
り
な
ど

　
【
作
り
方
】

　

２
リ
ッ
ト
ル
の
水
に
対
し
て
、

キ
ャ
ッ
プ
２
杯
の
漂
白
剤
を
加

え
る
。

◎
汚
染
が
ひ
ど
い
場
所

　

嘔
吐
物
や
便
が
つ
い
た
床
、衣
類
な
ど

　
【
作
り
方
】

　

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
に

対
し
て
、
キ
ャ
ッ
プ
２
杯
の
漂
白

剤
を
加
え
る
。

1�



健康だより〈No.182〉

なんきんツナソース
★材料（４人分）
かぼちゃ･････280ｇ
玉ねぎ･･･････　20ｇ
ツナ缶･･･････　40ｇ
レモンの皮･･･　少々
マヨネーズ･･･　40ｇ
洋ごしょう･･･　少々

★作り方
① 玉ねぎをみじん切りにし、水にさらして水

気をしっかりとしぼる。レモンの皮もみじ
ん切りにする。

② ①、ツナ缶、洋ごしょう、マヨネーズを混
ぜ合わせておく。

③ かぼちゃは、２cm角に切り、蒸し器で蒸す。
④ 器に③を盛りつけ、②をかける。

エネルギー：143kcal
たんぱく質：3.2g
脂　　　質：7.8g
塩　　　分：0.2g

風
邪
に
負
け
な
い

　

  
体
を
つ
く
ろ
う
！

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
睡

眠
、
適
度
な
運
動
の
３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
生
活
が
、
風
邪
予
防
の
第
１
歩
で
す
。

規
則
正
し
い
生
活
が

　

 

で
き
て
い
る
か

　
　

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

か
た
よ
っ
た
食
事
を
す
る
と
、
体
の
な
か
で

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
が
落
ち
て
、
風
邪

を
ひ
き
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
１
日
３

回
の
食
事
を
大
切
に
し
て
、
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
人
、

　
　
　
　

ひ
き
に
く
い
人
。

　
　

そ
れ
は
、抵
抗
力
の
差
?!

　

下
の
図
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
栄
養
素
が
不

足
し
な
い
よ
う
に
、
意
識
し
て
食
事
を
す
る
と

風
邪
予
防
に
効
果
的
で
す
。

抵
抗
力
を
高
め
る
食
事
で

　
　

寒
い
冬
も
元
気
に

　
　
　
　

す
ご
し
ま
し
ょ
う
！

冬至にかぼちゃはいかがですか？
　かぼちゃを食べると風邪をひかないという言い伝えから、冬至には
昔からかぼちゃを食べる習慣があります。冷蔵庫がなかった時代、保
存のきくかぼちゃはビタミン源として重宝な野菜でした。
　今年の冬至は12月21日ですよ！

ビタミンＡ

のどや皮膚の粘膜を健康に
保ちます
緑黄色野菜・うなぎ・レバー

ビタミンＣ

コラーゲンの生成を助け体
内へのウイルスの侵入を防
ぎます

野菜・果物・いも

たんぱく質

体を温め寒さに対する抵抗
力を高めます
肉・魚・大豆・牛乳・卵
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村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』

村内のうごき  ●11月１日現在
　男　　1,486人（−1）
　女　　1,497人（−3）
　計　　2,983人（−4）
世帯数　1,200戸（−1）

お知らせ▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
12
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
７
期
）

〔
固
定
資
産
税
〕（
３
期
）

■
納
期
限　
　
　

12
月
28
日（
金
）

■
口
座
振
替
日　

12
月
26
日（
水
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

　

12
月
は
、
給
与
所
得
に
係
る
源
泉
所
得

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
冬
は
、
昨

冬
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
節
電
効
果

の
８
割
程
度
を
織
り
込
ん
だ
電
力
需
要
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
需
要
に
対
し
、
電
力
の
安
定
供
給

に
必
要
な
最
低
限
の
予
備
率
３
％
を
何
と

か
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
発
電
設

備
の
計
画
外
停
止
等
を
踏
ま
え
る
と
、
今

冬
の
電
力
需
要
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

見
通
し
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
冬
に
お
い
て
も
、

お
客
さ
ま
の
生
活
・
健
康
や
経
済
活
動
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
節
電
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
電
力
需
要
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
12

月
３
日
か
ら
翌
年
３
月
29
日
ま
で
の
間
の

平
日
の
８
時
か
ら
21
時
に
お
い
て
、
昨
年

冬
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
い
た
相
当
の
節

電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

九
州
電
力
株
式
会
社

▽
相　

談

お
気
軽
に「
行
政
相
談
」へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

12
月
11
日
・
１
月
８
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計
額
「
源
泉
徴

収
税
額
」
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対

す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の
過
不

足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
手
続
き
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末
調
整

に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税
を
完
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
が
正
し

く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養

親
族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
税
務
署

　

☎
０
９
８
２（
32
）３
３
０
１

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い　

し
ま
す
！

　

九
州
電
力
株
式
会
社
で
は
、
現
在
、
す

べ
て
の
原
子
力
発
電
所
が
運
転
を
停
止
し

て
お
り
、
代
替
と
な
る
火
力
発
電
所
等
に

つ
い
て
追
加
の
燃
料
調
達
や
補
修
時
期
の

調
整
、
お
よ
び
他
電
力
会
社
か
ら
の
応
援

融
通
の
受
電
等
、
今
冬
の
電
力
安
定
供
給

確
保
の
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
募　

集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
25
年
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類

　

○
教
養
学
部

　
　

科
目
履
修
生（
６
ヶ
月
在
学
す
る
学
生
）

　
　

選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　
　

全
科
履
修
生（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）

　

○
大
学
院

　
　

修
士
科
目
生（
６
ヶ
月
在
学
）

　
　

修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
）

■
出
願
期
間

　

平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
53
）１
８
９
３
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「
秋
桜
と 

と
も
に
手
を
振
る 

老
い
た
母
」

花
が
大
好
き
な
母
は
、
１
年
中
庭
の
草
花
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
咲
き
ほ

こ
る
庭
先
の
花
を
見
に
帰
る
の
も
私
た
ち
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

今
は
、
コ
ス
モ
ス
、
ダ
リ
ア
、
ハ
ー
ブ
、･･･

な
ど
数
え
切
れ
な
い
程
の
花
が

実
家
を
囲
ん
で
い
ま
す
。
心
和
む
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
実
家
を
後
に
帰
っ
て
き

て
い
ま
す
。

毎
回
「
広
報
し
い
ば
」
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
編
集
・
発
送
に
携
わ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。尾

前 

多
美
子 

様（
熊
本
県
南
阿
蘇
村
）

○
秋
の
花
が
満
開
の
ご
実
家
に
帰
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
き
っ
と
お
母
様
も
多
美

子
様
が
お
帰
り
に
な
る
の
を
楽
し
み
に
、
庭
の
お
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
一
度
、
観
に
伺
い
た
い
で
す
。

　
「
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
は
、
広
報
担
当
者
と
し
て
一
番

う
れ
し
く
、
励
み
に
な
る
言
葉
で
す
。
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

ご
成
人　
　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

平
成
25
年
椎
葉
村
成
人
式

■
期
日　

１
月
４
日（
金
）

■
場
所　

椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
８
時
30
分
〜　

受
付

・
９
時
30
分
〜　

式
典

・
10
時
45
分
〜　

記
念
講
演

　

※
一
般
の
人
も
来
場
で
き
ま
す
。

・
12
時
00
分
〜　

記
念
撮
影

■
講
師
紹
介

　

橘
太
鼓
「
響
座
」
座
長

　

岩
切 

邦
光 

氏

　

演
題
『
出
会
い
』

　

失
敗
を
恐
れ
ず

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
。た
だ
し
、

そ
の
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
い
ろ
ん
な
人
に
会
い
、
話
を
聞
く

こ
と
。
新
し
い
出
会
い
こ
そ
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
成
人
者
名
簿　

27
人（
男
12
人
・
女
15
人
）

（
平
成
４
年
４
月
２
日

　
　
　

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
公
民
館
別
に
記
載　

敬
称
略

【
上
椎
葉
】

　

椎
葉 

倫
久（
佐
礼
住
宅
）

　

椎
葉 

裕
馬（
上
椎
葉
下
３
）

　

橋
本 

康
聖（
上
椎
葉
上
２
）

　

甲
斐 

春
佳（
若　

宮
）

　

中
村 

麻
里（
持
田
団
地
）

　

那
須 

舞（
那
須
橋
）

　

那
須 

舞（
夜
狩
内
）

　

那
須 

莉
紗（
下
椎
葉
）

　

椎
葉 

香（
下
椎
葉
）

【
尾
八
重
】

　

椎
葉 

つ
か
さ（
松　

木
）

【
尾　

向
】

　

尾
前 

克
幸（
尾
前
下
）

　

尾
前 

友
美（
寺　

床
）

【
不
土
野
】

　

椎
葉 

清
美（
古
枝
尾
上
）

　

椎
葉 

祐
美
子（
不
土
野
中
）

【
小　

崎
】

　

甲
斐 

英
樹（
小　

崎
）

　

椎
葉 

勇
気（
臼
杵
俣
）

　

黒
木 
晏
夏（
入
子
蒔
）

【
大
河
内
】

　

椎
葉 

圭
介（
丸　

野
）

　

右
田 

雄
大（
合
戦
原
）

　

右
田 

裕
美（
合
戦
原
）

【
松　

尾
】

　

甲
斐 

飛
翔（
岩
屋
戸
上
）

　

出
口 

裕
章（
佐
土
ノ
谷
）

　

那
須 

裕
太（
石　

原
）

　

中
村 

翼（
中　

尾
）

　

荒
竹 

知
世（
唖　

谷
）

　

甲
斐 

明
李（
旧
岩
屋
戸
）

　

甲
斐 

愛
美（
小　

原
）
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）



感想、要望などお書きください。
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１
日　

元
旦

４
日　

仕
事
始
め
式

　
　
　

成
人
式（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

消
防
出
初
め
式

７
日　

小
中
学
校
３
学
期
始
業
式

８
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
三
混
・
四
混
・
日
脳
）

11
日　

椎
葉
中
学
校
入
学
説
明
会

　
　
　

醇
和
寮
入
舎
説
明
会

13
日　

第
３
回
宮
崎
県
市
町
村

　
　
　
　

駅
伝
競
走
大
会

14
日　

成
人
の
日

15
日　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

20
日　

家
庭
の
日

22
日　

予
防
接
種（
日
脳
）

29
日　

妊
婦
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

１
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　
「
見
た
目
の
若
さ
」
が
気
に
な
り

始
め
た
と
き
こ
そ
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

最
新
の
研
究
結
果
を
盛
り
込
ん
だ
国

民
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
第
２
弾
。
百
寿

者
へ
の
道
も
、
今
日
の
一
歩
か
ら
。

『バムとケロのもりのこや』
【文溪堂】　（著）島田 ゆか

『
１
０
０
歳
ま
で
ボ
ケ
な
い

１
０
１
の
方
法 

実
践
編
』

長
寿
者
９
人
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

【
文
藝
春
秋
】

（
著
）
白
澤 

卓
二

　

バ
ム
と
ケ
ロ
が
森
の
中
で
見
つ
け

た
古
い
小
屋
。
こ
こ
を
き
れ
い
に
し

て
秘
密
の
小
屋
に
し
よ
う
。
ど
ん
な

小
屋
に
な
る
の
か
な
。
大
人
も
子
ど

も
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る
絵
本
。

戸
籍
だ
よ
り
（
10
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

椎
葉 

隼は
や

翔と 

く
ん

（
不
土
野
上
）
誠
二
・
香
奈 

さ
ん

　
　

安
藤 

結ゆ
い

叶か 

ち
ゃ
ん

（
唖　

谷
）
秀
一
・
裕
子 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

山
中 

シ
マ 

様
（
１
０
０
歳
）

上
椎
葉
（
尾
田
山
中
）

　

那
須 

德
一 

様
（
85
歳
）

小　

崎
（
狩　
　
　

底
）

　

松
岡 

宗
一 

様
（
66
歳
）

松　

尾
（
岩
屋
戸
上
）

　

椎
葉 
ス
エ 

様
（
99
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
当
下
）

　

右
田 
常
光 
様
（
85
歳
）

大
河
内
（
本　
　
　

郷
）

　

渡
辺 

博
人 
様
（
80
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
添
）

　

那
須 

君
代 

様
（
82
歳
）

小　

崎
（
狩　
　
　

底
）

　

右
田 

ヌ
リ
子 

様
（
87
歳
）

大
河
内
（
合　

戦　

原
）

　

甲
斐 

フ
ノ 

様
（
92
歳
）

尾　

向
（
尾　

手　

納
）

　

山
中 

重
義 

様
（
尾
田
山
中
）

（
故 

山
中 

シ
マ 

様
）

　

那
須 

亭
則 

様
（
狩　

底
）

（
故 

那
須 

德
一 

様
）

　

松
岡 

し
と
み 

様
（
岩
屋
戸
上
）

（
故 

松
岡 

宗
一 

様
）

　

椎
葉 

春
喜 

様
（
向
山
日
当
下
）

（
故 

椎
葉 

ス
エ 

様
）

香
典
返
し

（
10
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す



み
ん
な
が
空
を
見
上
げ
て
い
た
▼
平
家
ま
つ
り

の
メ
イ
ン
は
「
大
和
絵
巻
武
者
行
列
」
雨
が
降

る
と
記
念
撮
影
の
み
に
な
る
▼
ど
う
す
る
？
で

き
る
？
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
空
を
見
上
げ
て
雨
が

や
む
の
を
祈
っ
た
▼
願
い
が
と
ど
い
た
の
か
、

会
場
の
熱
気
で
吹
き
飛
ん
だ
の
か
昼
前
に
雨

が
上
が
っ
て
く
れ
た
▼
一
番
胸
を
な
で
下
ろ

し
た
の
は
、
担
当
課
の
皆
さ
ん
。
そ
れ
と
、
パ

レ
ー
ド
を
観
に
遠
い
椎
葉
に
来
て
く
れ
た
来
場

者
の
皆
さ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
、
来
場
者
の
方

が
雨
が
上
が
る
の
を
祈
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
▼
僕
が
作
っ
た
て
る
て
る
坊
主
も
少
し

は
役
に
立
っ
た
か
な
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ

い
を
見
せ
た
平
家
ま
つ
り
。
勇
ま
し
い

武
者
姿
の
大
八
郎
、
艶
や
か
な
着
物
姿

の
鶴
富
姫
と
観
光
し
い
ば
。
来
場
者
か

ら
「
こ
っ
ち
向
い
て
〜
」
と
少
し
で

も
い
い
写
真
を
撮
ろ
う
と
声
を
か
け
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。「
き
れ
い
、

か
わ
い
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
微
笑

む
姫
た
ち
。
き
っ
と
緊
張
し
た
し
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
無
事
に
３
日
間
を
乗
り
越

え
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
主
役
た
ち
に
感

謝
で
す
。本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

『
主
役
』

　

諸
塚
村
は
１
月
末
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け

て
３
つ
の
地
区
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
神
楽
宿
に
は
神み

高こ

屋や

が
建

て
ら
れ
、
神
社
か
ら
八
百
万
の
神
々
を
迎

え
る
舞
い
入
れ
も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

夜
を
徹
し
て
ふ
る
ま
わ
れ
る
お
神
酒
と
神

楽
料
理
、
幻
想
的
な
神
楽
を
鑑
賞
、
そ
し

て
地
元
の
方
と
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
戸と

　
し
た下
神
楽

　

日
時　

１
月
26
日（
土
）〜
27
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
翌
朝
お
昼
前
ま
で

　

場
所　

荒あ
ら

谷た
に

地
区 

戸
下
集
会
所

■
南み

な
み

川が
わ

神
楽

　

日
時　

２
月
２
日（
土
）〜
３
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
頃
〜
翌
朝
お
昼
前
ま
で

　

場
所　

南
川
地
区 

中
尾

■
恵え

後ご

の
崎さ

き

神
楽

　

日
時　

２
月
10
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
３
時
頃
〜
12
時
頃
ま
で

　

場
所　

松
の
平
地
区 

恵
後
の
崎

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諸
塚
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２

−

６
５

−

０
１
７
８

諸　

塚　

村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
に
行
こ
う
よ
！

『
諸
塚
神
楽
の
ご
案
内
』
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
た
少
女
の
笑
む
瞳	

中
瀬　

汀

［
評
］
ち
ひ
ろ
の
絵
の
中
の
少
女
を
連
想
す
る
。
マ
フ
ラ
ー
は
、
防
寒
の
た
め
に
着

用
す
る
物
で
あ
る
け
れ
ど
昨
今
は
そ
う
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
一
句
は
暖

か
そ
う
な
雰
囲
気
の
句
で
あ
る
。
作
者
は
「
笑
む
瞳
」
と
表
現
し
た
。
少
女

が
微
笑
ん
で
い
る
の
は
頬
で
は
な
く
唇
元
で
も
な
く
瞳
で
あ
る
。
春
が
来
た

よ
う
な
感
じ
。

平
家
ま
つ
り
馬
上
の
武
士
は
県
知
事
で	

黒
木　

八
重
子

［
評
］
椎
葉
村
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
。作
者
は
村
の
行
事
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
方
。

今
年
は
ご
承
知
の
よ
う
に
河
野
県
知
事
さ
ん
が
加
わ
っ
て
さ
ら
に
賑
わ
っ

た
。
こ
う
い
う
事
を
す
ぐ
一
句
に
し
て
投
句
さ
れ
る
事
は
好
ま
し
い
。
私
も

い
つ
の
日
か
行
っ
て
観
た
い
。

秋
桜
と
と
も
に
手
を
振
る
老
い
し
母	

尾
前　

多
美
子

［
評
］
コ
ス
モ
ス（
秋
桜
）と
と
も
に
手
を
振
る
お
母
さ
ん
と
娘
の
別
れ
の
場
。
作
者

は
ふ
り
か
え
り
ふ
り
か
え
り
つ
つ
遠
ざ
か
る
。「
コ
ス
モ
ス
と
と
も
に
」
と

い
う
の
は
コ
ス
モ
ス
が
ぐ
ん
と
生
長
し
て
い
る
事
と
お
母
様
が
年
を
召
さ
れ

て
背
丈
が
低
く
な
っ
た
と
思
え
て
、
い
と
お
し
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
母
さ
ん
長
生
き
し
て
ね
」
と
娘
の
胸
の
中
の
言
葉
。
初
投
句
の
方
。

《
佳
作
》

平
家
祭
過
ぎ
て
一
気
の
夜
寒
か
な

那
須　

正

源

平

の

紅

葉

深

し

平

家

祭

那
須　

瑞
穂

行
秋
や
始
発
の
バ
ス
は
吾
一
人

小
丸
川　

隆

間
引
葉
の
み
ど
り
も
美
味
し
一
夜
漬
け

山
本　

和
枝

行
く
秋
の
大
根
二
本
も
ら
い
け
り

山
中　

勝

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）



　おつるちゃんは、11月９日（金）から11日（日）にかけて開催され
た『椎葉平家まつり2012』に参加してきました。
　来場者との記念撮影をしたり、おつるちゃんキャンディーを子ど
もたちに配ったりするなど、祭りを盛り上げましたよ。
　今年も鮮やかな椎葉の里で賑やかに平家まつりができたことをうれしく
思うおつるちゃんでした。

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！９
　平家まつりではたくさんの人たち
が来場してくれました。ありがとう
ございました。那須大八郎は凛々し
くてかっこ良かったし、十二単をま
とった鶴富姫と観光しいばはとても
きれいだったね。ゲストの人たちも
祭りを盛り上げてくれて、とても楽
しいお祭りでした。

椎葉平家まつりでＰＲ！の巻

▲河野俊嗣宮崎県知事と
　一緒に！
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　ブッポウソウ目カワセミ科に属し、仲間にはヤマ
セミやカワセミなどがいます。アカショウビンだけが
夏鳥として全国に飛来するため、村内でも６月頃に
姿を見たり、鳴き声を聞いたりすることができます。
主に明け方や雨の日などに聞こえる「キョロロロー」
という尻下がりの声は繁殖期のオスのさえずりです。
体長は30㎝前後、全身は赤褐色、大きな赤いくちば
しを持っています。日本で繁殖するカワセミ類と異な
り森林内に生息し、朽木やキツツキ類の古巣に営巣
します。食性は動物食で石や枝の上から獲物を狙い、
渓流に飛び込んで魚、カエル、サワガニなどを捕ら
えます。空中で静止状態となるホバリングは行いま
せん。地面のセミやバッタなどの昆虫類も捕らえるこ
ともあります。捕獲後は、再び石や枝に戻って獲物
をくわえ直し、頭から呑み込みます。また、大きな
獲物は足場に数回叩き付け、弱らせてから呑み込む
ようです。（九州大学演習林　久保田 勝義・榎木 勉）

アカショウビン
22椎葉の生き物

動物だーい好きな とも くん☆ いろんな虫を捕
まえるけど、ムカデはつかまないでね！！ これ
からもたくましく育ってほしいです☆

松
岡 

知と
も

宙ひ
ろ 

く
ん

松　

尾
（
下
松
尾
）

お
父
さ
ん
：
勇
朗 

さ
ん

お
母
さ
ん
：
久
美 

さ
ん

平成22年２月10日生まれ

未来にはばたけ！

フェイス！
Face 
in  December

　１０月から小崎小学校の養護助教諭として働くことに
なりました。地域の方々がすごく親切にしてくださって
毎日楽しく過ごしています。これからはもっと椎葉のこ
とを知っていき、地域の方のお役に立てるようにいろい
ろ頑張ります。よろしくお願いします。

岩
切 

万ま

耶や 

さ
ん
（
23
歳
）

小
崎
（
竹
ノ
枝
尾
日
当
）

勤
務
先
：
小
崎
小
学
校 

養
護
助
教
諭

趣　

味
：
映
画
鑑
賞


